
JIIMA規格 JIIMA 

16 mm及び35mmマイクロフィルム Z6013・1991

のA6判マイクロフィルムジャケット

A6 size microfilm jockets for 16 mm  ond 35 mm  microfilm 

1. 適用範囲 この規格は. 16 mm及び35mmマイクロフィ ルムのA6!j<lJ7イクロフィルムジャケ yト(以下，ジャケ

ットという。) について規定する。

備考1. この規格の引用規格を，次に示す。

JIS K 7558 安全写真フィルム

JIS K 7619 写真フィルムのカールの測定方法

JIS Z 6000 マイクロ グラフィックス用語

JIS Z 6008 マイクロ写真周解像力試験図票とその用法

JIS Z 6009 銀・ゼラチンマイクロフィルムの処理と保存

2. この規格の対応国際規格を，次に示す。

JSO 8127-] : 1989 Micrographics-A6 size mjcrofilm jackets-Part 1・Fivechannel jacket for 16 

mm microfilm 

2. 用暦の定義 この規格で用いる主な用語の定義は.JIS Z 6000による。

3. 種類 ジャケ yトの種類は，表1による。

表1 ジャケットの種類

種類 フィルムの幅 mm フィルムチャネノレの数

ljf; 16 5 

2形 16 4 

3形 35 2 

4形 35 l 

16 3 

5if~ 35 2 

16 1 

4. 物理的特性

4.1 ジャケッ トの形状及び寸法 ジャケ γ トの形状及び寸法は， 付図1-5によるほか，次による。この寸法は.フィ

ルムを挿入しないジャケ γ トを温度23:t2'c.相対湿度50:t5%の状態に放置して.平衡状態に達したときに測定す
る。

(1 ) ジャケットの外形寸法 ジャケ yトの外形寸法は. 105_8.7SX 148:t0.25 mmとする。

参考 日本において，これまて'使用されているジャケ yトの外形寸法には.105175刈 52.4土0.4mmのものが

ある。
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Z 6013-1991 

(2) フィルムチャネルの配置 ジャケットは.16mmマイクロフィルム又は3Smmマイクロフィルムを挿入できる

ように.長手方向に配置したフィルムチャネルで繕成されたものとする。

(3) フィルムチャネルの幅 16 mmのフィルムチャネルの最小幅は， 16.3 mmとし.3S mmのフィルムチャネルの

最小幅は. 3S.4 mmとする。

(4) フィルムの挿入口 フィルムの挿入口は，次による。

(a) 挿入口の幅は，マイクロフィルムの幅より広いものとし，フィルムチャネルの中心線に対し対称となるよう

に配置する。各挿入口の位置及ぴ寸法は，付図1-5のとおりとする。

(b) 見出しを正立で表読みとしかっ支持シートが観察者側に向くよう保持した場合，持入口は.右端から6mm  

以内にあるものとする。

(c) フィルムの挿入文は取出しの際に，複製を妨げる様りきずやしわが生じないこと。

備考掬入口の形状は.任意とする。

(5 ) 位置決めあな 位置決めあなは，直径1.4土0.03mmとし，位置は付図1-5による。ただし，持入口から速い位

置にあるあなは，円形又は長円形でもよい。

(6) フィルムチャネルの中心線の位置 すべてのフィルムチャネルの中心線'i.ジャケットの底辺と平行とする。
(a) 最上部16mmフィルムチャネルの中心線と，位置決めあなの中心線との距離は11.8土0.2mmとし，最上部3S

mmフィルムチャネルの中心線と.位置決めあなの中心線との距離は21.1士0.2mmとする。

(b) フィルムチャネルの中心線開の距離は，表2による。

表2 フィルムチャネルの中心線開の援隊

フィルムチャネルの組合せ

16 mmと16mm  

16 mmと35mm  

35 mmと35mm  

(7 ) 見出し欄 見出し欄i丸最上部のフィルムチャネルの上部に位置し，ジャケ γ トの上端から位置決めあなの中

心線までの最小幅は，表3による。

表3 見出し欄の幅

種類 | 幅 mm  

l形 I 6 以上
2形 I 24 以上
3形 I 23 以上
4形 I 6 以上
5形 I 5 以上

(8) 見出し欄被膜 見出し欄被膜を施す場合は，次による。

(a) 見出し欄被膜は，支持シートに施し，見出し欄の上端から最上部チャネルのり代の上端までとする。

(b) 見出し欄被膜は，半透明で機械的又は手番きによる見出しの記載が容易で，安定して保持されるものとする。

(c) 見出し欄被膜は，見出し欄に記載した事須の複製を妨げないものがよい。

(9) カラーストライプ カラーストライプを錯す場合は.見出し欄の上端に沿って行い，隔は1.2::!:O.4mmとする。

(10) 検索ノッチ 検索ノ yチを施す場合は，ジャケ y トの上端を1.6+g.4mmの深さに切り込むものとする。

(11) イメージシートの総別表示 隅切り，エッジノ γチなど，イメージシートの識別表示を設ける場合は，ジャケ

y トを縦長方向にもって，イメージンー トが手前になるように保持したとき，右上に設ける。

-310-



Z 6013-1991 

(12) 平行度 すべてのチャネルののり代の平行度は.次のいずれの場合も，ジャケ yトの会長に対し，土0.2mmと

する。

(a) 二つの位置決めあなの中心線との平行度。

(b) ジャケントの底辺の端との平行度。

(13) 外織の真直度 ジャケットは，隅切り及びエ yジノyチを除き4.1に規定した最大寸法及び最小寸法の二つの

同心，同配置の平行四辺形の問に収まるものとし.その端函は，まっすぐで滑らかでなければならない。

4.2 カール ジャケットのカールは，マイクロフィルムを挿入していない状態で5.1によって試験し，カールによる

高さが.いかなる部分も平らな面から6.5mm  以下とする。

4.3 外観 ジャケ y トには， 7 イク ロ像の判読文は複製を妨げる擦りきず， しわ，汚れなどがあってはならない。

4.4 複製 ジャケ y トを密着焼付けした複製フィルムの可読性は， 5.2によ って試験し，解像限界を示す図形の数値

の差が一段階以内でなければならない。

4.5 材料 ジャケットに用いる材料は，次による。

( 1 ) 材料は， JIS Z 6009の10.(材料)による。

(2) 材料の安全性は， JIS K 7558に準じる。

5. 試験方法

5.] カールの試験 カールの試験は， JIS K 7619の6.(方法C)に準じる。ただし，試験片の状態調節には.温度

23土2'C，相対湿度50:!:5%の条件下で 6時間以上放置する。

5.2 複製による可続性従験 複製による可読性試験は，次による。

( 1) JIS Z 6008に規定された解像力試験図票A又は図票Bを撮影した?イクロ像を用い，ジャケ γ トに挿入しない

状態と，ジャケットに挿入した状態との2種類について，密着方式で綾製を作成し，解像限界を比較する。

織彩した7 イクロ像をジャケ γ トに持入する場合は，画像 (乳剤面)側をイメージシー トに対向するよう挿

入する。

(2) 解像限界の決定は， JIS Z 6008の4.4 (解像限界の決定)による。
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JIIMA Z 601 3 -1991 

16 mm及び35mmマイクロフィルムの

A6判マイクロフィルムジャケット 解説

この解説は，本体に規定した事柄及び参考に記載した事柄，並びにこれらに関連した事柄を説明するもので.規格

の一部ではない。

1. 制定の経過 マイクロフィルムジャケットの115制定については，社団法人日本マイクロ写真協会の規格委員会で

その必要性にかんがみ. 1983年に一度検討された。しかし，その当時は，規格化するには， 150函際規格がDP段階で

あって，また.いつDIS段階になるか不明確で、あり，規定すべき寸法数値のう(好)余曲折が考えられたので，JI5化

を断念した。 その後， 150 8127-1 (5段チャネル)が1989年8月に制定されたこと，また150/DP8127-2として

5段以外の案も検討されてきたことなどの理由でこの規格を制定することになった。

11. 規格制定に当たっての基本的な考え方 115制定に当たっては.MI50国際規格と極力護合を図る"ことを基本と

した。したがって.A6判ジャケットの外形寸法として105x148 mmとしたが，日本では152mmのものがかなり使われ

ていることであ り， 委員会では. 16 mmフィルムにおいてはフレームピッチの寸法規制などの検討が行われた。

なお，本体の4.1(4)フィルムの婦人口において.第2世代のポジフィルムを持入したとき， これから密着焼付けす

ることは考えていない。

1Il. 審槍中特に問題となった事項

(1 ) ジャケットの種類 150 8127-1で規定されているジャケットの種類は，1形の1種類だけである。原案作成の

初期段階において，日本市場で使用されている他の種類も規格化すべきであるとの意見が多〈 出され.このJI5

では，ISO/DP 8127-2 (A6 size microfilm jackets-Part 2: Other types of jackets for 16 mm and 35 mm 

microfilm)を参考にl形から5形までの5種類を規定した.

なお， 日本市場における使用実態は.1形:40 %， 2形:20 %. 3形:30 %，その他ー 10%と推定きれる。

(2) ジャケットの外形寸法 現在.日本で使用されているジャケットの多くは，外形寸法105x152 mmのものであ

る。その理由は，我が国のマイクログラフィ ックス機器や技術の導入先が主として米国であったことによる。

外形寸法105x148 mmのジャケットに既存のフィルムを挿入する場合，105x 152 mmのジャケットに比べ，婦

人されたマイクロ像の一部にフィルムの挿入口の関口部がかかりやすく，綾製やプリントの品質を損ねる可能

性が高いため，注意が必要である。

なお，現在，米国規格AN51/AIIMM511-1987 (Microfilm jackets)では.上記2種類の外形寸法を規定し

ている。

原案作成に当たっては，外形寸法105x152 mmのジャケッ トの扱いに関し，数々の意見が出されたが.将来

日本においても， 7 イクロフィ γシュと同一寸法の105x148 mmに整合して行くことが望ましいとの結論に達

し，外形寸法105x 152 mmのジャケットは，参考とした。

また.l05x 148 mm製品の供給， ジャケットフィラーなど周辺機器の対応についても審議し，取り扱い企

業.業者及ひ倫ユーザーの見解も求めた。その結果，いずれも多少の時間を要するが対応可能で、あるとの回答を

-317-



Z 6013-1991解脱

得た。

(V. 審機中問題となった規定項目の内容などの鋭明

3. 種類 16 mmと35mmのフィルムチャネルが混在しているジャケットの4形と5形について. (50で規定する配置

は.我が固で使用されているものとは異なる。すなわち日本市場で使用されている4形は.16 mmフィルムチャネルが

上部に3チャネル.35mmフィルムチャネルが下部に1チャネルで構成されている。同様に5形も日本では16mmフィル

ムチャネルが上部にlチャネル.35 mmフィルムチャネルが下部に2チャネルで構成されている。これらのジャケット

は，技術資料と図面などを同一ジャケットに保管・管理する目的で使用されており， 配置をI50と箆合させても一般に

使用する上で問題はない。

なお， ドイツ規格D(N19063 Teil ]-1989 (Microfilm jacket-General requirements)には日本で使用されてい

るものと同様な配置の4形ジャケ y トが規定きれている。

4. 物理的特性 この規格は. (50 8127-1及びI50/DP8127-2で規定された各部の寸法値と極力援合を図っ

た。特にマイクロフィルムジャケ γ トを製造又は使用するうえで霊聖書な基準となる寸法，例えば，外形寸法.フィル

ムチャネルの幅，位置決めあなの寸法や位置，フ ィルムチャネルの中心線の位置などは. I50と整合させた。 ただ

し見出し欄の幅など.一部に(50と整合していない寸法がある(解脱付表1及び解脱付表2を参照)。

また，後に述べる理由により. この規格では位置決めあなのないジャケットに用いる最上部フィルムチャネルの中

心線とジャケ ット底辺の端との距離を規定から除外した。

現在I50/DP8127-2は，審議途上にあり，記載されている値の一部は.今後規格制定までに変更される可能性も

あり，この規格を見直す際に検討していかなければならない。

4.1 ジャケットの形状及び寸法

( 1 ) ジャケットの外形寸法 このJJ5で規定したジャケットの長さは.我が国において使用されていたジャケッ ト

より4.4mm短<."7イクロフィッシュと同一な寸法となる。したがって，複製時や保管上の取り扱いは，従来

のジャケットより向上する。

また，海外の検索機器やジャケットフィラーの多くが外形寸法I05x148 mmのジャケットを基準に製造され

ており.これらの観点からも150に繋合させることが望ましい。

ただし 縄影の際のフレームピッチの管理や挿入時の位置決めなど.挿入されたマイクロ像にジャケットめ

関口部がかからないよう十分配慮する必要がある。

(4) フィルムの掃入ロ ジャケットは，ジャケットの基材である支持シートと薄〈透明なイメージシートで縁成さ

れており， フィ ルムを挿入する際は，画像 (乳剤商)側をイメージシートに対向するよ うに符入する。したが

って通常第一世代フィルム(ネガ状画像)を抑・入する場合は， ジャケ γ 卜の見出しを正立で表読みとし.かっ

支持シー トを上向きとしたとき.フィルムの乳剤面を下側にして持入する。

また，複製の際は，イメージシー トと複製材料の乳剤面が対向するようにして焼付けを行う必要がある。

(6) フィルムチャネルの中心線の位置 (50では，位置決めあなをもっジャケット と位置決めあなのないジャケッ

トとの2種類を規定しており，位置決めあなをもっジャケ y ト'i.位置決めあなの中心線を基準に最上部フィ ル
ムチャネルまでの距離を規定しており，位置決めあなのないジャケ y トは，ジャケットの底辺の織を基準に最

上部フィルムチャネルまでの距離を規定している。Jl5では審議の結果.以下の理由により，位置決めあなをも

っジャケットだけを規定した。

① 現在我が国で使用されているジャケ γ トの大部分が.位置決めあなをもっタイプである。

② ジャケ y トフィラーなどを使用してフィルムを掬入する場合.位置決めあなが基準となる。
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③ 製造上，位置決めあなを基準にすると，より高い村i度で加工できる。

また， 150では，最上部フィルムチャネルの中心線と位霞決めあなの中心線との距離の許容差を]6mmフィ

ルムチャネルの場合，:t0.15 mm， 35 mmフィルムチャネルの場合， :t0.2 mm，と規定しているが，許容差は統

ーした方がよいとのff.見が出され，使用上及び製造上問題ないことを硲認のうえ，公差を:t0.2mmlこ統一し

た。

(7 ) 見出し欄 この規格で規定する見出し欄の最小幅は， ISOに比べ全般的に狭い。本来，見出し側の幅は広い方が

容さ込みが容易で便利である。しかしながら，審議の過程で見出し欄の幅を広くすると ジャケ γ トの底辺のの

り代が少なくなり，接箔が弱〈破れやすくなるとの指摘があり，十分な強度が得られるよ う見出し欄の幅を狭

めることにした。

見出しの表示は，JIS Z 6002 (文書用マイクロフィ yシュのへ yダー)の4.(ヘッデイングエリアの区分)

に11皇じるのカずよい。

5.2 複製による可続性試験 可読性試験によれば，光学的特性や表面の物理的特性などを含めた，ジャケットの総合

的な特性を知ることができる。

このJISでは.ジャケットの厚みに関する規定がない。原案作製の過程で厚みに関する規定も検討したが， I50に規

定がないこと， また，厚みにI到する十分なデータが得られなかったこともあってこの規格の規定から除外した。例え

ば，DIN 19063て"l;t.支持シートの厚みは，0.075 mm 以上とし，イ メージシー トの厚みは.0.02 mm 以下と規定して

いる。

解説付表1

単位 mm

工自白 JI5 [50 8127-1 

及びDP8127-2 

ジャケ γ トの外形寸法 105_g.iSX 1 48:!: 0.25 同左

フィルムチャネルめ最小幅 . 16 mm 16.3 同左

.35 mm 35.4 同左

位置決めあなの寸法 -同形 1.4土0.03 同左

-長円形 2::!:O.2 同左

フィルム婦人口の右端と位置決めあ 48.41 ::!:O.05 同左

なの中心との距離

位置決めあなの中心聞の距離 63.5::!:O.1 同左

フィルムチャネルの中心線聞の距離 .16 mmと16mm 18.5::!:O.2 同左

. 16 mmと35mm 28.3::!:O.2 28.3土0.15

. 35 mmと35mm 38.1:士0.2 38.1土0.15

カラーストライプの幅 1.2ふ 0.4 同左

検索ノッチの切込み 1.6+γ 同友

ジャケ y ト全長に対するチャネル ::!:O.2 同左

のり代の平行度

カールによる高き 6.5以下 同左
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解脱付表2

1形 2汗三 3形 4青5 5形

JI5 l50 JI5 l50 JI5 l50 JI5 150 JI5 l50 

a >6 >8.5 >24 >26 >23 >25 >6 >8.2 >5 >7 

b 11.8:t0.2 : 11.8:t0.15 11.8:t0.2 : 11.8:t0.15 21.1 :t0.2 同左 21.1 +0.2 20.2+0.2 21.1 :t0.2 同友

C 30.3:t0.2 : 30.3:tO.l5 30.3:t0.2 : 30.3:1:0.15 59.2:t0.2 : 59.3:1:0.2 49.4:1:0.2 : 48.8:1:0.2 59.2:1:0.2 59.3:t0.2 

d 48.8:1:0.2 : 48.8:1:0.15 48.8土0.2: 48.8:1:0.15 67.9:t0.2 : 67.3:1:0.2 87.5:1:0.2 : 88.0:1:0.2 

e 67.3:1:0.2 : 67.3土0.15 67.3:1:0.2 : 67.3:1:0.15 86.4:1:0.2 : 85.6:1:0.2 

85.8:1:0.2 : 85.8:1:0.15 

> 16.3 同左 >16.3 同左 > 16.3 向左 >16.3 同友

1 2.3:1:0.2 同左 2.3:1:0.2 : 同左 2.3:t0.2 情j左 2.3:1:0.2 同左 2.3:t0.2 同左

く6 同友 く6 同左 く6 同左 く6 同左 く6 同左

k >35.4 同左 >35.4 同友 >35.4 向左

* 規定せず :84.0:1:0.15 規定せず : >66.0 規定せず :58.5:1:0.2 規定せず :75.8:1:0.15 規定せず :76.9土0.15

*絞上部フィルムチャネルの中心線と ジャケットの底辺の端までの距荷量

16 mm及び35mm  A6判マイクロ フィルムジャケット原案作成委員会情成表

氏名 所属

(委員長) 鳥海史郎 ミノルタカメラ株式会社

吉岡藤夫 工業技術院源池部

池田順 財団法人日本規格協会

大橋信男 社団法人日本マイクロ写真.協会

丸山祐作 国立国会図魯館

千 徳憲夫 明治生命保険相互会社

西回英司 中央光学出版株式会社

牛 丸 カ 株式会社リプロ

河 合 孝 一 株式会社マイク ロサービスセンター

小林秀行 日本イ ンフォメーション株式会社

佐野初 司 大洋興業株式会社

筒井康之 ダイアホイル株式会社

回中孝次郎 六桜商事株式会社

島野元弥 日本マイクロ写真株式会社
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鈴木弘明 キヤノン株式会社

設楽 真 富士写真フィルム株式会社

商燦孝夫 ミノルタカメラ株式会社
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